
令和３年度 

京都市地域リハビリテーション推進会議  

次 第 
 

 

令和３年１２月１日（水） 

午後４時～「オンライン開催」 

 

１ 報告 

（１）地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況等について           

（別紙１）  地域リハビリテーション推進研修実施状況  

（別紙２）  京都市障害福祉サービス事業所等訪問支援事業チラシ 

（別紙３）  地域ガエルのお出かけ講座チラシ  

（別紙４）  失語症のある方の相談支援事業チラシ 

（別紙５）  おはなし広場チラシ 

（２）高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

（別紙３）  地域ガエルのお出かけ講座チラシ 〔再掲〕 

（別紙６）  作業体験プログラムチラシ 

（別紙７）  当事者・家族交流会チラシ 

（別紙８）  高次脳機能障害支援ネットワーク会議概要 

（別紙９）  入門講座チラシ 

（別紙１０） よくわかる高次脳機能障害セミナーチラシ 

（別紙１１） 医療機関研修チラシ 

 

２ その他 

 

【資料一覧】 

・委員名簿 

・京都市地域リハビリテーション推進会議開催要綱 

・地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況等について 

・高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

 

【別冊資料】 

（資料１） センター機関紙「リハ エール（第２３号）」 

（資料２） センター機関紙「リハ エール（第２４号）」 
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１ 地域リハビリテーション推進事業 

 

(1)研修・指導事業  

ア 地域リハビリテーション推進研修 （別紙１） 

市内福祉サービス事業所等に勤務する職員に対して，リハビリテーションをはじめ福祉・介

護サービスに関する知識及び技術の向上を図ることを目的に研修を実施している。 

   座学の一部については健康長寿のまち・京都推進室及び京都市こころの健康増進センターと

連携し，共催とする取組を行っている。 

   令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催を見送ったが，令和３年

度は，十分な感染症対策を取ったうえで，会場での集合研修を行うとともに，オンライン（Zoom）

による研修も併せて実施している。 

    

   ＜地域リハビリテーション推進研修実施状況＞  
 

  

 

 

 

 

 

 

  

※１０月以降，座学は，９講座実施予定。実習は，随時実施。 

 

イ 総合支援学校等教職員研修事業 

市内の総合支援学校，肢体育成学級や通級指導教室等に従事する教職員のリハビリテーショ 

ンに関する知識及び技術の向上を図るため，依頼に応じてリハビリ専門職員を派遣し，各校の 

希望に沿った研修等を実施している。 

 

  ＜総合支援学校等教職員研修事業実施状況＞ 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度（９月末現在） 

事例研修 

 

1 校 15 回 延べ 56 人受講 

・西総合支援学校 

１校 10 回 延べ 54 人受講 

・西総合支援学校 

 

3 校 15 回 延べ 82 人受講 

・西総合支援学校 

・東総合支援学校 

・呉竹総合支援学校 

肢体育成学級研究会 3 校 6 回 延べ 44 人受講 

・山の内小学校 

・大原野中学校 

・洛王小学校 

0 校 0 回 延べ 0 人受講 0 校 0 回 延べ 0人受講 

※１０月以降，事例研修として，支援学校には１４回（西総合に８回，東総合に６回）研修予定。 

 
令和元年度 令和２年度 

令和３年度 

（９月末現在） 

増減 

（R02→R03） 

座学 

講座数 23  9 9 

定員数 1,472  720 720 

受講者数 1,495  834 834 

実習 

講座数 16  1 1 

定員数 142  4 4 

受講者数 128  3 3 

地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況

等について（令和３年度会議資料） 

新型コロナ

ウイルス感

染症拡大防

止の観点か

ら中止 
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   肢体育成学級には，１回（太秦中学校）研修予定。 

 

ウ 障害福祉サービス事業所等訪問支援事業 （別紙２） 

   市内の障害福祉サービス事業所等からの依頼に基づき，利用者個々の身体状況の把握や介助

の方法等について，当センターの専門職員（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等）が訪問

のうえ助言を行っている。  

 また，令和元年度は平成３０年度に試行実施した訪問型体力測定を本事業のメニューとして

追加し，通年で申込みを受け付けるなど事業内容の充実を図った。 

令和２年度については，新型コロナウイルス感染症対策を当センターと事業所等の双方が十

分に行いながら，従来どおり積極的に事業を推進したが，緊急事態宣言発出の影響もあり，例

年より申込みは少なかった。 

令和３年度は，令和２年度と同様に新型コロナウイルス感染症対策を行いながら事業を推進

している。新型コロナウイルス感染症の影響もあり，令和２年度に引き続き，申込みは例年よ

りも少ない状況にあるが，利用者の在宅時間が増えた影響か，相談支援事業所からの依頼が少

し多くなっている。 

 

 ＜訪問実績＞                     

     令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

（９月末現在） 

生活介護 

訪問箇所数（箇所） 12 14 5 

延訪問回数（回） 25 28 7 

延指導職員数（人） 56 64 19 

就労移行・ 

就労継続支援 

訪問箇所数（箇所） 7 3 3 

延訪問回数（回） 14 4 4 

延指導職員数（人） 23 11 7 

居宅介護 

訪問箇所数（箇所） 3 5 1 

延訪問回数（回） 1 1 0 

延指導職員数（人） 10 12 1 

その他 

（相談支援事業所等） 

訪問箇所数（箇所） 49 14 7 

延訪問回数（回） 43 25 5 

延指導職員数（人） 384 62 6 

計 

訪問箇所数（箇所） 71 36 16 

延訪問回数（回） 83 58 16 

延指導職員数（人） 473 149 33 

     

エ 電動車椅子講習会 

京都府警察中京警察署交通課及び電動車いす安全普及協会の協力を得て，電動車椅子を利用

している方，これから利用を考えている方やその介助者，更にケアマネジャーなど利用に関す

る相談を受ける立場にある方等を対象に，電動車椅子を安全に利用していただくため，適切な

操作方法等について実技を中心とした講習会を実施している。 

令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，例年２回の開催を１回とし，

定員も半分にして実施したが，定員を上回る申込みがみられ，関心の高さを感じた。 
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令和３年度は，新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で開催を２回とし，２月と３月

に実施する。 

なお，平成２９年度からは，障害者総合支援法で電動車椅子支給を受けた方等に対して，必

要に応じて個別でも操作指導を行っている。 

 

＜電動車椅子講習会実施状況＞ 

   

 

 

 

 

  

オ 関係機関等への講師派遣研修 

   （ア）地域ガエルのお出かけ講座（地域リハ関係） （別紙３） 

    当センターでは従来から関係機関等からの依頼に基づき，理学療法士，作業療法士，言語

聴覚士等の専門職員による講師派遣を行い，リハビリテーションに関する知識及び技術の向

上を図っている。 

令和２年度以降は，新型コロナウイルス感染症の影響もあり，派遣の依頼が減少している。 

令和３年度からは，より申込みいただきやすいように，参加人数の依頼要件を「１０名以

上」から「５名以上」に緩和している。 

 

（イ）その他の講師派遣 

    地域ガエルのお出かけ講座でメニュー化していない内容や，他機関と共同で講師を行う場

合等についても，従来どおり関係機関等からの依頼に基づき，当センターで対応可能なもの

については，講師の派遣を行っている。 
      

＜講師派遣研修の状況＞  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実施回数 ２回 １回 ２回実施予定 

参加者数 ２４名 １３名  

 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

（９月末現在） 

地域ガエル

のお出かけ

講座（地域

リハ関係） 

箇所数 １３ ５ ０ 

派遣回数 １３ ５ ０ 

受講者数 ４４１ １８２ ０ 

その他の講

師派遣 

箇所数 ３ １ １ 

派遣回数 ８ ４ ４ 

受講者数 ８６ １６ ２７ 

計 

箇所数 １６ ６ １ 

派遣回数 ２１ ９ ４ 

受講者数 ５２７ １９８ ２７ 
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＜その他の講師派遣の内訳（令和３年度分（９月末現在））＞    

 依頼者 派遣目的 派遣職員 参加者 参加人数 

その他の 

講師派遣 

鳴滝総合支援学校

（４回） 

介護職員初任者研修

養成講座 

PT１名 

OT２名 

受講対象高校生 

（３年７名） 
２７ 

 

(2)啓発事業  

 ア 地域リハビリテーション交流セミナー   

   医療，福祉のみならず多くの市民の参加を求め，障害のある方とふれあうことにより，障害

の有無に関わらず地域で豊かに生活できる環境づくりについて考える機会として，毎年度，テ

ーマを変え，セミナーを開催している。 

   令和２年度については新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催を中止としたが，

本市の厳しい財政状況から，令和３年度からは実施を見送ることとしている。 

 

 イ インターネットを使った情報発信 

フェイスブックを活用して，障害福祉サービス事業所等訪問支援事業や地域リハビリテーシ 

ョン推進研修等の情報発信を行っている。 

 

ウ センター機関紙「リハ エール」の発行 （別冊 資料１，資料２） 

    センター事業に関する情報等を発信するために発行し，関係機関に配布している（平成２７

年１１月に創刊し，３箇月に１回程度の頻度で発行）。 

今後も内容の充実とともに，より手に取って読んでいただける紙面づくりに努める。 

    

    ＜令和３年度の発行状況＞  

発行月 内   容 

令和３年８月 

（第２３号） 

・地域リハビリテーション推進研修(講座)の案内 

・失語症の啓発と障害者支援施設での訓練の紹介 

・高次脳機能障害支援ネットワーク会議のお知らせ 

令和３年１１月 

（第２４号） 

・障害福祉サービス事業所等訪問支援事業の紹介 

・障害者支援施設での業務実習の紹介 

・「地域ガエルのお出かけ講座（高次脳機能障害）」の実施報告 

      （別冊資料） 資料１「リハ エール」第２３号 ，資料２「リハ エール」第２４号 

 

エ 「ほほえみ広場（※）」のブース出展  

    例年，障害保健福祉推進室が主催する「ほほえみ広場」に，ブースを出展，ロコモ度チェッ

クや体脂肪率・ＢＭＩ等の測定を通して身体機能維持向上への関心を促すとともに，当センタ

ーの取組について事業チラシを配布するなどＰＲを実施している。令和２年度及び令和３年度

は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため同イベントの開催は中止となっている。 

 

  ※  障害のある市民の方への理解の促進と社会参加の推進を目的に，障害のある人もない人も共に

交流する催し。ステージ企画，どなたでも参加できるレクリエーション，ほっとはあと製品（授

産製品）の販売や，飲食模擬店など様々な催しが行われる。 
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２ 相談事業 

(1) からだの動きに障害のある方の体力測定会＆からだの相談会  

自身の体力を確認し，身体機能の維持・向上及び社会参加の促進を図ることを目的として，平

成２７年度から実施しており，平成２８年度以降は体力測定会終了後，専門職員（医師，看護師，

保健師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，義肢装具士，管理栄養士，ケースワーカー）に

よる個別相談会も併せて実施している。 

令和３年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和２年度と同様に集団で実施す

るのではなく，１時間ごとに２名の少人数での実施としている。 

 

   ＜体力測定会＆からだの相談会実施状況・参加者数＞      

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実施回数 ２ ６ ２回実施予定 

参加人数 １８ １５  

  ※測定項目：血圧，握力，下肢筋力，棒反応，長座位体前屈，バランス機能，歩行速度等 

  

(2) 失語症のある方の相談支援事業 （別紙４） 

失語症のある方やその家族，支援者に対して，言語聴覚士が中心となって個別相談を実施し， 

障害の理解を深めていただくとともに，コミュニケーション手段の助言や会話の練習を行うほか，

利用できる社会資源の紹介や利用のための橋渡しを行い，失語症のある方の社会参加促進を図っ

ている。 

 

 ＜失語症のある方の相談支援事業実施状況＞      

 

 

 

 

 

 

 

(3) おはなし広場 （別紙５） 

  言語訓練を終了した言語に障害のある方が，自信を持って社会参加いただけるよう，言語聴覚 

士が中心となって語らいの場を提供し，社会活動への参加促進に取り組んでいる。 

  当初は当センター附属病院等の元利用者を対象に事業を実施していたが，平成２９年度からは

失語症のある方の相談支援事業のグループワークの一つとして位置付け，当事者間での語らいや

交流の場として引き続き支援するとともに，対象を元利用者に限定することなく，関係機関にチ

ラシを配布するなど広く周知し，新規の利用者拡大を図っている。 

令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，４月から６月，及び，１２月

から３月まで開催を一時中止した。 

  令和３年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，５月，６月及び９月は開催を

中止した。再開に当たっては，参加者同士の距離をとるなどの感染症対策を十分に取りながら実

施しているが，４月から新しい参加者が来られるなど，地域で生活されている失語症の方のコミ

ュニケーションの場として活用のニーズが認められる。当センター以外の場所での開催等，事業

 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

（９月末現在） 

相談者数 ７ ９ ３ 

うち継続相談者数 ３ ４ ０ 

延べ相談件数 １８ １１ ３ 
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拡大については，地域や障害福祉サービス事業所等，関係機関との連携も図りながら，検討して

いく必要がある。 

 

 ＜おはなし広場実施状況＞     

 

 

 

 

 

 

 

(4) その他の専門相談（からだの動きに障害のある方の相談等） 

    からだの動きに障害のある方等からの様々な相談や社会活動，社会参加に関する相談，福祉用 

具全般に係る利用相談等，障害のある方の障害特性や各々の活動目的に対応した専門相談を実施 

している。 

 
 ＜相談実績＞              

 
令和元年度 令和２年度 

令和３年度 

（９月末現在） 

からだの動きに係る相談 ５６ ３１ ９ 

福祉用具に係る相談 ９ ３ ２ 

 

 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

（９月末現在） 

実施回数 ２８ １５ ６ 

参加者数 １６３ ８３ ３７ 
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ｊ 

 

 

 

１ 高次脳機能障害者支援センター 
 

 当事者やその家族，関係機関等から高次脳機能障害に関する相談をお受けし，支援コーディネー

ター等専門スタッフが地域生活支援等の個別支援のほか，障害福祉サービス事業所や医療機関等へ

の支援を行っている。（令和３年度は医師１，保健師１，看護師２，心理判定員３（うち１名は作業療

法士の育休代替）の体制） 

 

(1)個別支援及び事業所支援 

ア 相談状況（新規相談件数） 

支援センターへの新規の相談件数については，平成２７年７月の開設以降，毎月２０件前後

の状況が続いていたが，近年はやや減少傾向にある。相談内容としては， 症状や対応方法につ

いての相談，当センター施設利用も含めた何らかのリハビリや訓練に関する相談，就労・復職

や日中活動に関する相談が多い。 
  

 ＜相談者別状況＞                 ＜方法別状況＞ 

相談者 
令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和３年度 

(９月末現在) 

  相談方

法 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和３年度 

(９月末現在) 

本人 

家族 

支援者等 

３７ 

８９ 

１０４ 

２７ 

６８ 

１０７ 

１７ 

４１ 

４４ 

電話 

来所 

２１１ 

１９ 

１９２ 

１０ 

９８ 

４ 

合計 ２３０ ２０２ １０２ 

合計 ２３０ ２０２ １０２ 

    

＜相談内容別状況＞ 

相談内容 
令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和３年度 

(９月末現在) 

疾病・症状 

対応方法 

診察希望 

退院後の生活 

リハビリ希望 

当センター支援施設利用 

日中活動（在宅福祉サービス等） 

就労・復職 

復学 

運転関係 

各種制度（手帳，年金など） 

その他 

６３ 

１４ 

１７ 

６ 

１８ 

６６ 

１５ 

２７ 

１ 

０ 

１０ 

３３ 

４５ 

２０ 

１２ 

５ 

１５ 

６４ 

１６ 

２９ 

０ 

２ 

９ 

２４ 

２３ 

７ 

６ 

３ 

９ 

２７ 

７ 

１７ 

０ 

１ 

６ 

１２ 

 うち，本障害に関すること 

   本障害に起因しない相談 

２５ 

８ 

１６ 

８ 

１１ 

１ 

合計 ２７０ ２３０ １１８ 

 
 

 高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

（令和３年度会議資料） 
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イ 支援状況 

   これらの相談に対して行った支援の具体的な内容は以下のとおりである。 

   復職，新規就労や福祉サービスの利用等については，それぞれの方の障害特性を踏まえた支

援調整が必要となるため，担当支援コーディネーターを決めたうえで継続的な支援を行ってい

る。   
 

    ＜支援内容の内訳及び件数＞（支援した内容をすべてカウント） 

支援内容 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

(９月末現在) 

対処方法や制度等の助言 2,201 2,604 1,028 

当センター障害者支援施設 105 96 52 

専門医による診察 200 201 70 

 確定診断 

支援方策の策定 

診断書作成 

21 

118 

61 

12 

111 

78 

8 

45 

17 

心理検査 16 7 0 

作業体験プログラム 131 102 84 

カンファレンス参加 15 20 17 

当事者・家族交流会 135 66 28 

その他 75 70 31 

合計 2,878 3,166 1,310 

  

   ＜継続支援の状況＞ 

   （令和２年度）                 （令和３年度（9月末現在））       

内訳 件数 

 

内訳 件数 

継続支援を要する相談  継続支援を要する相談  

 支援終了件数 45  支援終了件数 13 

支

援

結

果 

地域生活移行 

就労 

就労支援事業所利用 

復学や学校生活 

確定診断 

その他（支援事項の消滅等） 

10 

7 

12 

0 

5 

11 

支

援

結

果 

地域生活移行や日中活動支援 

就労（復職，新規） 

就労支援事業所利用 

復学や学校生活 

確定診断 

その他（支援事項の消滅等） 

4 

6 

2 

0 

1 

0 

令和３年度に引継ぐ件数 52 継続中の件数 60 

  

支

援

ニ

｜

ズ 

地域生活移行や地域生活 

就労 

復学や学校生活 

確定診断 

その他 

16 

27 

3 

6 

0 

  

支

援

ニ

｜

ズ 

地域生活移行や地域生活 

就労 

復学や学校生活 

確定診断 

その他 

16 

33 

3 

8 

0 

 

 

ウ 作業体験プログラム （別紙６） 

高次脳機能障害による仕事への影響や現在の作業能力を評価するとともに，工夫の提案等を

行う小集団のプログラムを実施している（週１回，１回２時間，１人当たりの参加回数は８回

程度）。模擬的な職場環境を設定し，様々な作業体験や他者とのやり取りの経験を通して，参加
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者自身が今後の働き方を検討する機会となっている。プログラムで得た個別の評価結果や代償

手段の提案などを今後の就労検討に活用してもらうことを目的に，参加者に作業体験報告書を

作成し，交付している。プログラム終了後は，復職や新たな就職，福祉就労等に向けて，担当

の支援コーディネーターが，職場やハローワーク，障害者職業センター，就労支援事業所等の

相談や見学に同行し，障害特性を踏まえた仕事選びや工夫，対応について助言するなどの個別

支援を行っている。   

令和３年度は，令和２年度に引き続き，新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策（１回当

たりの定員縮減，開催回数を週２回に拡大，検温，手指の消毒，換気，パーテーションの設置，

ソーシャルディスタンスに配慮した座席配置等）を徹底した上で実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 当事者・家族交流会 （別紙７） 

 同じような経験者だからこそ「安心して話せる」「分かってもらえる」場を設け，孤独感や不

安感の軽減と，今後の生活に役立つ情報交換や相互支援を図ることを目的に，月に１回開催し

ている。 

また，交流会参加者のニーズを踏まえ，生活を広げていくうえで利用できる制度や資源を知

ることを目的とした行事の企画（事業所訪問等）を行っている。 

令和３年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，５月，６月及び９月は休止

した。令和２年度に引き続き，感染症拡大防止の対策（１グループ当たりの人数制限，検温，

手指の消毒，換気，パーテーションの設置，ソーシャルディスタンスに配慮した座席配置等）

を徹底した上で実施している。 

 
 ＜当事者・家族交流会実施状況＞      

 

 

 

 

 

  

 

オ 高次脳機能障害支援ネットワーク会議 （別紙８） 

平成２７年度までは京都府が府下全域を対象に開催。平成２８年度は京都市域での実施がな

かったが，平成２９年度からは京都府と本市の共催により開催している。   

高次脳機能障害に対する理解を深めるとともに，医療，福祉，介護，就労，教育，相談支援

等の高次脳機能障害者支援に関わる機関で，取組状況の情報共有，地域の置かれている課題に

ついて，意見交換を行い，関係機関相互の切れ目のない支援ネットワークの構築を図っている。 

 

 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

(９月末現在) 

実施回数 ４４ ５４ ２３ 

参加実人数 １７ １６ １６ 

参加延人数 １３１ １０２ ８５ 

 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

(９月末現在) 

実施回数 １１ ６ ３ 

延べ参加者数 １３５ ６６ ２７ 
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  ＜高次脳機能障害支援ネットワーク実施状況＞ 

年度 実施日 内容 参加者数 

令和 

元年度 
7 月 3 日 

第 32 回 京都府高次脳機能障害（京都市域）支援ネットワーク会議 

鼎談 「病院から地域への展開」 

三軒茶屋内科リハビリテーションクリニック  長谷川幹氏 

京都大学大学院医学研究科精神医学      上田敬太氏 

京都府リハビリテーション支援センター    武澤信夫氏 

グループでの交流・意見交換 

６５ 

令和 

２年度 
 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止  

令和 

３年度 
10 月 29 日 

令和 3年度京都府高次脳機能障害（京都市域）支援ネットワーク会議 

（Zoom によるオンライン開催） 

講演「医療から地域へ～神奈川リハビリテーション病院の取組みから

～」 

 神奈川リハビリテーション病院 青木重陽氏 

 光華女子大学健康科学部教授  上田敬太氏 

 グループでの交流・意見交換 

６２ 

 

 

(2)各種研修 

ア 入門講座 （別紙９） 

高次脳機能障害のある方やその家族，支援者及び関心のある方を対象に，高次脳機能障害の

基礎知識を学ぶ機会として平成２７年度から実施している。 

平成２７年度は３回シリーズ・２クール，平成２８年度には「就労」と「失語症」の２テー

マを加え，５回シリーズ・２クールで実施している。 

 平成２９年度からは，さらにテーマを充実させ「当事者・家族からの声，関連事業所等紹介」

の１テーマを加え，６回シリーズ・２クールで実施している。 

 参加者の内訳としては，概ね当事者や家族が３割，支援者やその他市民等が７割の比率とな

っている。 

 令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，２回しか開催することがで

きなかったことから，代替手段として，講座の内容を「入門講座ダウンロード版資料」として

編さんし，当センターのホームページに公開した。 

令和３年度は，会場での集合研修と Youtube を活用したオンライン研修とを合わせて開催し

ている。 

 

＜入門講座実施状況＞      

開催回 内 容 

参加者数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

第１回 発症からのステップ ３２ ４４ 中止 ３６ 146  

第２回 注意障害・記憶障害・遂行機能障害 ６１ ６１ 中止 中止 169  
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第３回 社会的行動障害 ５０ ４１ 中止 中止 179  

第４回 失語症 ５４ ４７ 中止 中止 175  

第５回 就労 ４５ ３９ 中止 中止 169  

第６回 当事者・家族の声，関連事業所紹介 ５１ 中止 中止 １７ ―  

  ※令和３年度の参加者数は，会場受講者数とオンライン受講申し込み者数を合算した数を計上 

 

 

イ 専門研修 

 高次脳機能障害のある方やその家族を支援する保健・医療・福祉関係機関の職員等を対象に，

専門知識及び支援技術等の向上を目的に年１回，著名な講師を招き，様々なテーマで専門研修

を実施してきた。令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止。近年，職

域ごとの研修（医療機関や教育機関，介護保険サービス事業所等を対象とするもの）の拡充が

図られてきた経過等を踏まえ，令和３年度からは本研修の実施を見送ることとした。 

 

 ＜専門研修実施状況＞      

年度 実施日 内容 参加者数 

令和元年度 7 月 3 日 

「高次脳機能障害のある方の再出発に向けて ～地域リハ

ビリテーションにおける支援の基本と実践を学ぶ～」  

三軒茶屋内科リハビリテーションクリニック 長谷川幹氏 

７２ 

令和２年度  新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 ― 

令和３年度  休止 ― 

 

 

ウ 支援者のためのステップアップ研修  

   入門講座を受講された方や同程度の知識のある支援者を対象に，困難事例に対する対応スキ

ルの習得を目的として平成２８年度より開催してきた。しかし，支援を行うことが困難な要因

は事例に応じて大変個別性が高く，研修内容を実践に結びつけることが難しいといった声が多

かったことから，今後は個別支援の枠でより丁寧に現場の困り事に対応することとし，令和３

年度からは実施を見送ることとした（令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点

から中止）。 

 

＜ステップアップ研修実施状況＞  

開催回 内容 
参加者数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

第 1回 ＜ケース検討編＞ 障害特性にあわせた支援方法の

検討 

１７ 中止 休止 

第 2回 ＜ケース検討編＞ 環境調整や代償手段の活用，支

援者の役割について 

１５ 中止 休止 

第 3回 ＜手順書演習編＞ 作業手順書の作成演習 １１ 中止 休止 

第 4回 ＜手順書演習編＞ 移動手順書の作成演習 ５ 中止 休止 
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エ よくわかる高次脳機能障害セミナー（介護保険施設・事業所職員対象研修） （別紙１０） 

介護保険施設や事業所職員への高次脳機能障害の周知を目的に，平成３０年度から，介護ケ

ア推進課の協力を得て，「京都市認定調査員現任研修会」の同日午前に，同じ会場で実施してき

た。 

令和２年度からは，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，オンライン会議システ

ム（Zoom）を使って開催している。 

 

＜よくわかる高次脳機能障害セミナー実施状況＞ 

年度 実施日 内容 参加者数 

令和元年度 12 月 16 日 
「認知症ケアの知識と経験はこう使える！～共通点

と相違点～」 ２６４ 

令和２年度 3 月 15 日 同上 １１０ 

令和３年度 
1 月 20 日予

定 
同上 ― 

 

 

オ 医療機関研修 （別紙１１） 

   医療機関との連携強化や障害理解促進を目的として，平成２８年度から医療機関（急性期や

回復期病院等）が主催する院内研修に講師派遣を行ってきたが，令和元年度と令和２年度は新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止した。令和３年度はオンライン会議システム

（Zoom）を使用し，当センター主催の研修会として開催する予定である。 

 

   ＜医療機関研修実施状況＞ 

年度 実施日 内容 参加人数 

令和元年度 ― 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 ― 

令和２年度 ― 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 ― 

令和３年度 
11月17日

予定 

講演「脳損傷後の各ステージで医療に求められる役割」

（Zoom によるオンライン開催） 

 光華女子大学健康科学部教授  上田敬太氏 

 

 

 

カ 事業所等での研修・講師派遣 （別紙３）〔再掲〕 

   平成２９年度から，支援機関及び地域に専門職員を派遣し，リハビリテーションに関する知

識や技術の向上，高次脳機能障害支援の拡大を目的とした「地域ガエルのお出かけ講座」を開

催している。 

   また，令和元年度からは，小児の高次脳機能障害について，教育委員会総合育成支援課と連

携し，教職員への研修に参画している。 
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＜小児高次脳機能障害研修実施状況＞ 

年度 開催機関 内容 派遣講師 参加者数 

令和 

元年度 

総合育成支援教育公開 

研修会 

（北総合支援学校） 

「子どもの高次脳機能障害に

ついて」 

（１）医学的概論 

（２）事例から学ぶ 

（１）京都大学大学院医

学研究科精神医学教室 

医師 宮城崇史氏 

（２）京都大学医学部附

属病院 作業療法士 

草野祐介氏 

１８ 

総合育成支援教育公開 

研修会 

（呉竹総合支援学校） 

５４ 

令和 

２年度 

 新型コロナウイルス感染症

拡大防止の観点から中止 
  

令和 

３年度 

LD 等通級指導専門性

向上研修会（10/6） 

「発達障害と高次脳機能障害

の違いと関連性について」 

（Zoom によるオンライン開催） 

京都大学医学部附属病

院 作業療法士 草野

祐介氏 

４１ 

 

＜地域ガエルのお出かけ講座（高次脳関係）他，関係機関への講師派遣研修実施状況＞  

 

 

 

 

 

 

 

(3)普及啓発 

ア 市民向けの講座 

高次脳機能障害について，広く市民の方に知っていただくため，市民向けのセミナーやイベ

ント等を実施している。 

平成２８年度までは，市民向けの講演会を開催してきたが，参加者は当事者や家族，支援関

係者が大半であったため，平成２９年度からは，通りがかりの市民にまず高次脳機能障害を知

っていただくことを目的に，街角での普及啓発フェア（「こうじの世界 高次脳機能障害×麹」）

を実施してきた。令和２年度については，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催

を中止したが，本市の厳しい財政状況から，令和３年度からは実施を見送ることとしている。 

今後は，ウェブ等を活用した普及計画の手法について検討していきたい。 

 

イ リーフレット 

高次脳機能障害者支援センター及び障害者支援施設のリーフレットを，関係機関に送付する

とともに，各種研修等でも配布している。 

 

ウ インターネットを使った情報発信 

高次脳機能障害者支援センター独自のホームページとフェイスブックを活用して，高次脳機

能障害に関する知識の普及や研修等の情報発信を行っている。 

 

 

 

 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

(９月末現在) 

派遣回数 ４ １ １ 

受講者数 １５０ ２０ ８ 
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（令和３年９月末現在） 

２ 高次脳機能障害に特化した障害者支援施設 

 

 (1)施設概要 

   当センター内に設置されている障害者支援施設について，平成２７年４月から，支援対象者を

従来の肢体不自由のある方から高次脳機能障害のある方に転換し，平成２７年１０月からは短

期入所支援も開始している。 

  〔定員〕 

  自立訓練  ４０名（生活訓練１５名，機能訓練２５名） 

     （うち入所支援３０名） 

      短期入所  ２名（空床利用） 

 

(2)運営実績 

   新施設運営開始から一定年数が経過し，回復期リハビリテーションを実施している市内の主

な医療機関を中心に利用者を受け入れてきた結果，年々利用者が増加し，令和元年度には，月

平均利用者数が３３人となった。 

しかし，令和２年度以降，新型コロナウイルス感染拡大の影響のため，受け入れ元となる医

療機関からの直接の利用が難しくなり，これに伴い，介護保険の地域包括ケアの活用が進んだ

ことも要因と思われ，月平均利用者数が２６人と減少した。令和３年度も，昨年度をはるかに

超える感染者数の拡大の影響により，最近になって漸く落ち着いてはきたものの新規利用者は

減少した。また，令和元年度以降，帰る家がないケースや家族関係が希薄なケースなど生活環

境に課題を持っている方や重度な失語症のある方などの利用が中心になってきており，地域移

行に向けたケースワークの難しさを実感しているところである。 

このような中，当施設では，日々の施設内の消毒作業や利用者への手洗い・消毒の徹底，マ

スク着用と朝夕の検温の徹底など，ソーシャルディスタンスを保てるように訓練方法を修正し

つつ，ほぼ通常通りの訓練を実施するとともに，施設利用の見学や面接については，必要な訓

練を求めている方々のニーズを満たせるように感染予防を心掛けながら受け付けるように進め

てきた。 

引き続き，当施設の取組についてＰＲするなど，医療機関との連携を深める取組を行い，新

規利用者の確保を図るとともに，利用者の退所支援にも取り組んでいく。 

 

 

ア 訓練別利用者の状況 

 

 
 
 
 
 
 
 

 総数 

 入所 通所 

総数 ２２ １０ １２ 

 生活訓練 ９ ３ ６ 

機能訓練 １３ ７ ６ 
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イ 利用開始・終了の状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 ＜令和３年度の月別の状況＞       ※「月末現在数」の「計」は「月平均値」 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 

新規 

利用 

自立訓練 ０ ０ １ ２ １ １ ５ 

入所支援 ０ ０ １ ０ ０ １ ２ 

利用 

終了 

自立訓練 ３ ０ １ ３ ０ ３ １０ 

入所支援 ２ ０ １ １ ０ ０ ４ 

月末現在数 ２４ ２４ ２４ ２３ ２４ ２２ ２３.５ 

 入所支援 １０ １０ １０ ９ ９ １０ ９．７ 

短期入所延人数 ４ ４ ５ ７ ５ ６ ３３ 

 実利用者数 ４ ４ ４ ５ ４ ４ ２６ 

    
 
 ウ 自立訓練終了者の状況（令和２年度，３年度分）   ※令和３年度は９月末現在 

年

度 
訓練種別 復職 

新規 

就労 

就労移 

行支援 

施設 

就労 

継続 

施設等 

生活 

介護 

事業所 

その他 

施設 

介護 

保険 

ｻｰﾋﾞｽ 

学校 その他 合計 

２

年

度 

機能訓練 ２ １ ０ ２ １ ０ ４ ０ ４ １４ 

生活訓練 ３ ０ ０ ４ １ ０ ０ ０ ３ １１ 

合計 ５ １ ０ ６ ２ ０ ４ ０ ７ ２５ 

３

年

度 

機能訓練 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ 

生活訓練 ２ １ ０ ２ ０ １ ０ ０ ２ ８ 

合計 ３ １ ０ ２ ０ １ ０ １ ２ １０ 

  ＊複数該当する場合はそれぞれに計上 

開始・終了 サービス種別 令和元年度 令和２年度 
令和３年度 

(９月末現在) 

新規利用開始 
自立訓練 

機能訓練 １０ １１ ３ 

生活訓練 １５ ６ ２ 

施設入所支援 １２ ７      ２ 

利用終了 
自立訓練 

機能訓練 １６ １４ ２ 

生活訓練 ４ ９ ８ 

施設入所支援 ５ ９ ４ 
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（資料１） センター機関紙「リハ エール（第２３号）」 
 

（資料２） センター機関紙「リハ エール（第２４号）」 
 

別冊資料 



 
京都市内で障害のある方や高齢者を支援されている方（障害福

祉，介護，教育，行政機関関係者等）を対象に，毎年無料で研修を

開催しています。   

今年度も，幅広い分野の研修を予定していますので，職員研修やご自

身のスキルアップの機会としてぜひご活用ください。 

なお，９月以降は，新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から，

当面の間，オンラインのみでの開催とし，会場での開催は中止させてい

ただきます。申込方法や今後の予定など詳細については，ホームページ

（京都市情報館）をご覧ください。 
 

 
日程 開始時間 講座名 

9 月 22 日 

(水) 
10 時 00 分 

発達障害・知的障害のある子への性教育について 

～「どうやって伝えたらいいの？」学んで・慣れて・伝える 学童期・思春期編～ 

9 月 30 日 

(木) 

13 時 30 分 精神障害の基礎知識 ３ ～統合失調症の理解と支援～ 

15 時 20 分 精神障害の基礎知識 ４ ～精神疾患の薬物療法と生活支援～ 

10 月 1 日 

(金) 
13 時 30 分 強度行動障害の理解と支援の実際 

10 月 14 日 

(木) 

13 時 30 分 
老人デイサービスセンターにおける取組紹介 

「利用者が“はたらく”・地域とつながる・実現までのプロセス」 

15 時 20 分 健康の鍵！オーラルフレイルとその対応 

 

 

申込・問合せ先：京都市地域リハビリテーション推進センター 相談課 

電話：（０７５）８２３－１６６６ ＦＡＸ：（０７５）８４２－１５４１ 

申込専用メールアドレス：rehabili-chiiki@city.kyoto.lg.jp 

 

 

オンラインで 

受講できます !! 

京都市地域リハビリテーション推進センターだより 

 ８ 
2021 
第２３号 

京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

◆今後の講座をご紹介！ 

※上記以降の講座については，ホームページをご覧ください。 

別冊資料１



 

 

 

 

 

 

失語症のある方は，「話す」「聞く」「読む」「書く」全ての言語能力
が低下しています。 

例えば，こんなエピソードがあります。 

失語症の方が，タクシーの運転手さんに「領収書いりますか？」と聞かれた際，

「いらない」と答えたので，運転手さんはお釣りだけをご本人に渡したところ，

本人は不満そうにして，遂には怒り出しました。本当の思いは，「いらない」では

なく「いる」だったのです。 

運転手さんの「領収書・・」を何か違うものと間違って聞き取ったため，「いら

ない」と言ってしまったのか，それとも「いる」と言ったつもりが違う答えにな

ってしまったのかは定かではありません。 

 このように，相手の話している内容がよく解っていないか，又は，間違って言

ってしまいトラブルになることは，日常生活のあらゆる場面で起こります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

失語症 をご存じですか？ 

京都市地域リハビリテーション推進センターの 

障害者支援施設 

高次脳機能障害のある方の中には，失語症のある方がたくさんおられます。 

少し古いデータですが，平成２３年度に医療機関を対象に実施された「高次脳機能障害全国

実態調査報告」では，８９％の医療機関が高次脳機能障害の症状として「失語症」があると回

答しており，失語症は高次脳機能障害に合併して高頻度に発症する障害と言えます。 

重度の失語症をお持ちの方は，言葉による会話が困難なことから，意思疎通にかなりの時間

を要するなど，ご本人，支援者ともに“辛抱強さ”が試される場面に直面することがあります。  

意思疎通が少しでもスムーズに進むように，双方の負担の軽減を図りたいところです。 

失語症
って

何？ 

失語症の人ってどんな気持ち？ 

右のイラストのように，「聞こえるけど理解できない孤独」を感じて

おられる方もいます。 

会話の際は，失語症の方だけに努力を求めるのではなく，対話者も

分かりやすく伝える工夫をしたり，推測したりしながら会話を楽しみ

たいものです。 

失語症の方との会話のコツは，京都市高次脳機能障害者支援センター主催

「高次脳機能障害入門講座４ 失語症について」をご視聴ください。 

失語症の人が描いたイラスト 
「失語症の人と話そう」（中央法
規）p23 より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

京都市地域リハビリテーション推進センター 障害者支援施設  概要 

◆ ：18 歳以上で高次脳機能障害を有する方 

◆利用定員：入所又は通所での自立訓練（機能訓練 25 名，生活訓練 15 名。うち施設入所 

支援 30 名。短期入所も行っています。） 

◆利用期間：個々の課題や目標に応じて，機能訓練は最長 1 年 6 か月，生活訓練は最長 2 年 

◆お問合せ：京都市高次脳機能障害者支援センター  

TEL075-823-1658   FAX075-842-1545 
 

失行 

記憶障害 

遂行機能障害 

社会的 
行動障害 

注意障害 

うまくジェスチャー
ができない 

忘れてしまう 

気が散ってしまう 

計画を立てて段取り良くこなせない 

感情を制御できない 

失認 

施設では集団でのプログラムや生活場面を通し

て，職員一丸となって支援しています！ 

利用ご希望の方は，是非お問い合わせください。 

形がよく分からない 

失語症の方はこのような高次脳機能障

害や，身体障害を合併している方が多いた

め，すぐには代償手段が使えないことがあ

ります。 

より生活に密着した環境で，実践を積む

ことが重要とされています。 

うまく道具が使えない 

見落としてしまう 

センターの支援施設ではどんな訓練をしているの？ 

言語聴覚士の個別訓練に加え，より社会に近い 

環境で上手くやりとりをするスキルの習得を 

目指します 
 

例えば，言葉の代わりにジェスチャーをしたり絵を描いたり，あらゆる手段を駆使してやりとり

をすることや，困った時に他者にサポートを求めることは，自立した生活を送るために重要なスキ

ルです。 

 当施設では，１対 1 の場面だけでなく，集団の中でやりとりをする機会が多くあります。その環

境で実際に困る経験をして初めてできない事に気付いたり，繰り返し練習してようやく習得できた

りする場合が多いのです。 

 

おーい 



 

京都府高次脳機能障害 

（京都市域）支援ネットワーク会議 

                             のお知らせ 

           

 高次脳機能障害者の方の支援には，医療，介護，障害福祉，教育，就労，相談支援など，多種多

様な関係機関が関わっています。それぞれの職場での取組や課題，工夫等を共有し，共に学び合う

場として，ネットワーク会議を企画しました。昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大のため開催

できませんでしたが，今年度はオンラインで実施します。前半の講話は，神奈川リハビリテーショ

ン病院の青木重陽先生にご登壇いただく予定です。後半は小グループに分かれて交流会を開催しま

す。奮ってご参加ください！ 

 

 日時：令和 3 年 10 月 29 日（金）午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分 

 対象：高次脳機能障害の支援機関（京都市内）に所属する支援者の方 

   （医療機関，障害福祉サービス事業所，介護保険サービス事業所，障害者地域生活支援セン

ター，地域包括支援センター，就労支援機関，保健福祉センター，児童福祉センター，   

教育機関等） 

 会場：オンライン（Zoom） 

 申し込み方法：詳細は当センターホームページでお知らせします。 

 

今年は 

オンライン！ 

京都市高次脳機能障害者支援センター 

ホームページ 

http://koujinoukinou-city-kyoto.jp/ 

★編集後記★  

今年は過去最長の梅雨となり，明けて

からは猛暑，生活をおびやかす長雨も

ありました。少し秋めき始めましたが，

外出するには厳しい毎日は続いていま

す。当センターではオンラインでの講

習を行っていますので，紙面案内のホ

ームページを，ぜひ，ちょこっとのぞ

いてみてください。 

【リハ エール】第 23 号 令和 3 年 8 月発行 

発行 京都市地域リハビリテーション推進センター 

〒604-8854 京都市中京区壬生仙念町 30 番地 

電話  075（823）1650（代表） 

FAX 075（842）1545 

E メール  rehabili@city.kyoto.lg.jp 

京都市印刷物 第 033118 号 



 

支援者の皆さん！ 
対象者の介助や運動などで困っていませんか？ 

 

 

 

 

 

そんなときにご活用いただきたいのが，この事業です。 

当センターの理学療法士，作業療法士，言語聴覚士等の専門職員が，市内の事業所や居宅を訪 

問し，支援者の方に，対象者個々の身体状況の把握や介助等への対応方法，機能維持のための活 

動プログラムの導入など，さまざまな困りごとへの助言等を行っています。 

対象者への継続的なリハビリテーションを提供するものではありませんが，よりよい支援への 

ヒントになる助言や，情報提供をいたしますので，お気軽にお問い合わせください。 

サービス事業所内での動作や運動方法などのほか，今年度は，障害者地域生活支援センターや 

地域包括支援センターなどの相談支援事業所からの依頼で対象者宅へ訪問し，家庭内での活動や 

介助方法などについて助言することも多くなっています。 

※ 訪問に当たっては，三密の回避や換気等，新型コロナウイルス感染症の 

拡大防止対策をお願いします。 

 

京都市地域リハビリテーション推進センターだより 

第２４号 

京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

利用は無料 

<

歩
く
こ
と> 

<

運
動
に
つ
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<
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事
に
つ
い
て> 

<

介
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方
法> 

◆  利用対象：市内の事業所等の支援者（障害福祉サービス事業所，介護保険サービス事業所， 

児童発達支援事業所等） 

◆ 申込方法：京都市情報館の当センターのホームページから＜申込書・情報提供書＞をダウン 

ロードして，Ｅmail かＦＡＸでお申込みください。 

◆  問合せ・申込先： 

京都市地域リハビリテーション推進センター 相談課 

    TEL：075-823-1666   FAX ：075-842-1541  

申込専用メールアドレス：rehabili-chiiki@city.kyoto.lg.jp 
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2021 
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当施設では高次脳機能障害のある方を対象に訓練を行い，日常生活の自立や就労等の社会参加

につなげていけるよう支援を行っています。今回は，“就労”をテーマに，施設を利用している方

の現状や，施設プログラムなどについてお伝えします。 

よくわかる 

障害者支援施設 
京都市地域リハビリテーション推進センターの 

２． 利用終了後の状況 （令和２年データ） 

 就労を目指しているので 

早く求職活動をしたい！ 
復職のために訓練をしたい 

けれど施設でできるの？ 
 

職業準備性ピラミッド（右図）は，

障害の有無に関わらず，働くうえで必

要とされる，働くことについての理解・

生活習慣・作業遂行能力や対人関係ス

キルなどの基礎的な能力のこと。ピラ

ミッドの一番下の資質から順に備わっ

ていないと働き続けることが難しいと

されています。施設に通いながら，こ

れら 5 つの項目を身に付けていきま

す。 

仕事をしたいのに、 

わざわざ支援施設に通って 

何を身に付けられるの？ 

復職

20%
新規就労

4%

就労継続支援

事業所 24%

家庭復帰

16%

生活介護

8%

介護保険サービス

16%

障害福祉サービス

4%

その他

8%

個々の利用者に合わせた訓練や

助言を行っています。 

また，利用者本人だけでなく， 

復職される場合は，職場の方に対

して，新たに就労される場合には，

ハローワークや障害者職業センタ

ー等の関係機関に対して，必要な

配慮や工夫を伝え，働く環境が整

うように助言します。 

高次脳機能障害は，障害が軽度でも職業生活上は問題になってしまったり，症状が多彩で複雑，重な

って生じることも。外部からも見えにくく，障害を抱えた本人も症状を自覚しにくいことが大きな特徴

として挙げられます。 

１． 就労までに施設で取り組むステップ 

例年，約 4 割強の方が就労の場へ！ 

…そのような声もよく聞かれます。 

対人技能，社会性 

体の調子を整える， 

服薬などの健康管理 

ビジネスマナー・ 

時間厳守や集団活動のルール 

作業能力向上，代償手段の活用と定

着，仕事に必要な業務処理能力 

規則正しい生活と体力作り 

自己メンテナンス能力の向上 



 

 

通常の就労支援はできない⇒訓練⇒できるようになるという経過で支援を進めますが，高次脳機能障

害者の就労支援はできているつもり⇒訓練（という経験）⇒できない自分に気が付く⇒その結果できる

ようになる（代償手段の獲得）⇒障害について理解する と、プロセスが少し異なります。また，就労

後の“職場定着率”が低い点も課題と言われています。施設を利用している間にいかに自分の特性を知

り、工夫を獲得できるかが重要になってきます。自身の特性を活かしながら継続して仕事をするために，

施設で提供している訓練プログラムの一つを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業務実習】 

目的 ・働く上での強みや課題など，自身で現状を把握する（自分自身について知る）。 

・障害をカバーするための工夫や対策を獲得する。 

・施設職員は利用者の就労場面における社会生活能力や簡易作業能力を把握し，

必要な情報を関連機関や職場へ助言する。 

訓練プログラムの紹介 

－働くことへの準備－ 

京都市地域リハビリテーション推進センター 障害者支援施設  概要 

◆利用対象者：18 歳以上で高次脳機能障害を有する方 

◆利用定員：入所又は通所での自立訓練（機能訓練 25 名，生活訓練 15 名。うち施設入所 

支援 30 名。短期入所も行っています。） 

◆利用期間：個々の課題や目標に応じて，機能訓練は最長 1 年 6 か月，生活訓練は最長 2 年 

◆お問合せ：京都市高次脳機能障害者支援センター  

TEL075-823-1658   FAX075-842-1545 

事故や病気により障害を抱えた方は，その直前まで会社などで働いていた方も多くいらっしゃいます。

また，働くことで得られる収入や生きがいが途絶されたままの方もいらっしゃいます。 

当施設では，そんな方を対象に，障害を抱えても働きたいという思いに寄り添いながら，利用者個人に

合わせたステップアップの仕方で支援を行っています。 

   

 

《作業内容》 

請求書の作成や伝

票チェック，部品の組

み立てや商品袋詰め

など，バリエーション

も豊富。様々な業務を

経験しながら，苦手な

もの，得意なものを明

確にしていきます。 

《マナー練習》 

職員を上司役とし

て，業務指示を受けた

り，相談報告と，目上

の人とやりとりする練

習を行います。時に，

ロールプレイ（SST）

を行い，より良い対応

の方法を共有し全員で

考える場も設定されて

います。得たことはプ

ログラム外の施設生活

の場でも取り組めるよ

う職員も介入します。 

《工夫を知る》 

作業速度を上げる

手順，ミスの無い見直

しの方法，身体障害に

合わせた道具の工夫，

指示を受けるときの

返答の工夫，忘れない

ようにメモの方法を

工夫するなど，職員

（作業療法士や支援

員）から助言を受けな

がら進めます。定規を

使ったりラインを引

いたりなども工夫の

一つです。 

《振り返りと意見交換》 

毎回終了前には，作業を

思い出し，自身の課題抽出

と目標設定を行い発表し

ます。自己評価と他者評価

の違いや，他者の工夫を知

る機会となります。高次脳

機能障害の方が感じにく

い脳疲労にも気づいてい

くことが出来ます。 

職員と一緒に自己紹介

書を作成し，自分自身につ

いて説明できるようにし

ていきます。 

 

 



★編集後記★  

今年も残すところ一月余りとなり，不便な

日常も少しずつ緩和されてまいりました。当

センターが実施する各種講座もご来場いただ

けるようになりました。また，この機関紙に

掲載の，当センター専門職員が訪問してアド

バイスする事業や出張講座も実施しています

ので，お気軽にお問合せください。 

 

 

 

 

 

地域リハビリテーション推進センターでは，専門職員が

お住まいの地域に出向き，リハビリテーションや高次脳機

能障害に関する出張講座を無料で行っています。 

今回は，伏見区にあるグループホーム『すずらんの郷』

の職員の皆さんに，「高次脳機能障害について～その症状

と対応について～」，「身体障害のある方の特性とその配慮

について」の２つのテーマをお話ししてきました。参加者

からは，「障害の特性をあらためて知ることができた」，「障

害に関するマークやサインの意味が分かった」と大変好評

をいただきました。概ね５人以上が集まる場であれば講師

を派遣いたしますので，お気軽にお申し込みください。 
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